
鳥取県立倉吉東高等学校

今年度の重点目標

目指す姿 現状 経過・達成状況 評価

・生徒自身の学びが内発的となり、日々の
学習が緊張感と落ち着きの中ですすめら
れている。

・多くの生徒が落ち着いた態度で学習に取り
組んでいるが、指示がないと学習に取り組め
ない、受け身的学習になっている生徒が多
い。

・学校生活が品位ある言動に満ち、生徒
は環境整備や規律徹底に向けて主体的
に行動している。

・校内では、挨拶など礼儀正しく節度ある行
動を取れる生徒が多いが、公共の場でのマ
ナーに幼さの残る生徒がいる。

・生徒全員が部活動に加入し、部活動が
学習との両立の中で、「心技体」を鍛える
主体的、積極的な活動となっている。

・部活動への加入率は96.2％と高く、活動内
容や部室の使用状況も改善されてきたが、学
習との両立ができていない生徒がいる。

・教職員に「率先垂範」の意識が浸透し、
協働性、同僚性のある指導が出来る。

・分掌にとらわれず、協働の精神を実践しよう
とする教職員が増えてきた。

・昨年度まで研究推進してきた「アクティブ
ラーニング」の考えを発展させ、教職員研
修の成果が日々の学習指導を通じて、生
徒に還元されている。

・「アクティブラーニング」の目的や効果を多く
の教職員が理解し実践しているが、授業の中
での効果的な実践方法については教職員の
力量に頼るところが大きい。

・生徒の学びがテストや大学受験といった
実利的目的にとどまらず、真理探究や社
会貢献といった高次な目標に向かうものと
なっている。さらに、生涯にわたる学びの
意義や教科の魅力を理解し、学習が内発
的･主体的なものとなっている。

・学びの意義を理解し、主体的に学ぶことが
できる生徒も増えてきたが、まだ「やらされる
学習」「与えられる学習｣にとどまっている生
徒も多い。
・教職員の側にも「与えないと学習しない」と
いう意識が依然として残っている。
・アクティブラーニングを成立させるための、
家庭学習や暗記事項と連動した授業づくりを
研究中である。

・全教職員が｢倉吉東高校のかたち」に基
づいて、学校生活のあらゆる場面を通し
て、生徒の意識が｢今・自分・依存｣から
「未来・社会・貢献」へと向けられるような
生き方指導を行っている。

・「倉吉東高のかたち」における「２１世紀を
リードする人材の育成」とキャリア形成とのつ
ながりが十分に理解されてはいない。社会貢
献という観点を含めた進路設計ができない生
徒が一部見られる。

・全教職員が進路指導に関する適切な知
識や技能を習得し、３年間のどの段階に
おいても、適切な指導を行っている。

・３年生の進路検討会に加え、１・２年生の進
路検討会の参加者も増え、教職員の意識は
向上した。一方で、生徒の志望は多様化して
おり、教職員の指導がますます重要となって
いる。

・中部地区を代表する進学校として、生
徒・保護者・中学校などからの期待にふさ
わしい実績を維持し、さらなる向上が期待
できる。
・国公立大学現役合格者数１２５名以上。

【国公立大学現役合格者数】
Ｈ２４年度１４０名　Ｈ２５年度１２０名　Ｈ２６年
度１３１名
※Ｈ２５年度より５クラス

・中堅国公立大学以上現浪合格者数７０
名以上。
　（現役合格者数５０名以上）

【中堅国公立大学以上現浪合格者数】
Ｈ２４年度５２名　Ｈ２５年度４９名　Ｈ２６年度
４５名

・難関大学現浪合格者数２０名以上。
　（現役合格者数１５名以上）

【難関大学現浪合格者数】
Ｈ２４年度２１名　Ｈ２５年度２５名　Ｈ２６年度
１８名

・東京大学現浪合格者数５名。
　（現役合格者数３名以上）

【東京大学現浪合格者数】
Ｈ２４年度２名　Ｈ２５年度１名　Ｈ２６年度１名

・１年次から志望校指導を行い、３学年を通じて適切な進路目標を設定でき
るよう支援する。
・学習習慣の確立を意識した初期指導を充実させるともに、定期考査や模
擬試験における学力分析を活かしながら、設定した志望が実現可能となる
ような学力の育成を目指す。

・各学年の進路検討会において積極的な発言を促すとともに、担任団と分
掌の連携により充実させ、学力の分析充実に基づいて生徒一人ひとりが適
切な進路志望がもてるよう工夫する。
・研修等で得た情報の共有を一層進めるとともに、担任が的確な進路指導
ができるよう学年間での連携を図る。

・１・２年において、学習習慣の確立及び維持・向上に努め、学力中位層以
上の拡充を図る。
・授業及び３年放課後課外等の内容の充実させ、記述力の育成を図り、学
力中位層以上が厚くなるように努める。

・県外高校との交流や本校独自の講座を通じて目標達成のための意欲を
高める。

・３校合同対策講座や課外などによりチーム化を図り、互いに切磋琢磨でき
る環境づくりを行うとともに、指導の開始時期を例年よりも早め、超難関校
への現役合格を目指す。

・「倉吉東高校のかたち」の理念の生徒・保護者への浸透を本校の教育活
動にあらゆる場面で心がけるとともに、生徒が自分と社会との関わりの中で
進路選択に主体的に取り組めるよう指導する。
・１・２年の進路学習の内容を改善し、大学調べや学部学科調べを、社会貢
献という観点を含めて生徒が自らの進路を考える機会としてとらえ、指導の
充実を図る。

平成２７年度　学校自己評価表　　　　

中長期目標
（学校ビジョン）

　「倉吉東高のかたち」の理想に沿った様々な教育活動を充実発展させるとともに、主体的な学習者・２１世紀の日本を支え、世界を
リードする高い志を持った人材の育成をめざす。

１　主体的学習者の育成
２　進路指導の充実
３　積極的な活動の創成
４　広報連携力の発展と国際理解教育の充実
５　定時制教育の充実

年度当初 評価結果

次年度へ向けての改善方策

１．主体
的学習者
の育成
（企画推
進）

・より質の高い「アクティブラーニング」を通じて、主体的な学びの楽しさや価
値をより多くの生徒に体感させることで、生徒の内発性･主体性を促進し、そ
の後の学習活動につなげていくことができるような授業を実践する。
・教科間でアクティブラーニングについて連絡会を開催し、本校のあるべき
アクティブラーニングのかたちについて検討する。

・教科を越えた連絡会を持ち、各教科における生徒の内発性を導き出す工
夫やノウハウを共有する。

・学年会・分掌部会・教科会・主任会が報告だけでなく、課題を共有し、様々
な立場から意見を出し合い、問題解決、改善の場となるように努める。

・部活動の時間を保障することに心掛け、開始・終了時刻を守るけじめある
部活動を目指す。また、学習不振者に対しては部活顧問、担任、教科担任
が互いに連携して指導に当る。

・利己的な言動の見られる生徒に対しては、毅然とした態度で指導し、保護
者と協力しながら集団の一員としての立場を意識させ、自分の言動が周囲
に与える影響を深く考えさせる。

・校内研修や研究授業等を通して「アクティブラーニング」に関する知識や技
術を全ての教職員が習得するとともに、65分授業に合う東高独自の授業ス
タイルについて科内で検討し、モデルとなる方法を策定する。
　　【校内理論研修①…7月上旬　　講師　齊藤萌木氏】
　　【校内理論研修②…未定】
・校外理論研修や校外教員との交流を通じて、指導力・実践力の向上を図
る。
　　【県主催研修…年間4回　国語・地歴公民・数学・理科・英語】
　　【校外教員との交流…地歴公民・数学・理科】

文武両
道と規律
ある生活
による自
立の促
進

｢土曜日
授業｣「1
授業単
位65分」
を活用し
ながら、
「アクティ
ブラーニ
ング」の
研究実
践の進
展・充実

評価項目 具体的項目 具体的方策

OJTの充
実と進路
指導力
の継承

※OJT
オン・ザ・
ジョブト
レーニン
グ

中堅・難
関大学
合格者
数の向
上

２．進路
指導の充
実(キャリ
ア形成)



目指す姿 現状 経過・達成状況 評価

・全ての生徒が自己のリーダーシップを自
覚し、より高きを目指す創造的な態度で生
活している。

・リーダーの資質を持っている生徒は少なくな
いが、それを自覚し発揮しようとする態度は
不十分である。

・生徒自身が社会に広く関心を持ち、社会
的課題に対して当事者意識を持ってい
る。

・社会的に逸脱した行動をとる場面はほとん
ど見られないが、その社会に疑いを持ち、よ
りよくしていこうとする態度が不十分である。

・自分や社会の将来に希望を持ち、今現
在という時に充実感を感じながら、真剣に
日々の生活を送っている。

・自己の能力を少しでも伸ばしていこうとする
生徒が多くいる中で、理想と現実とのギャップ
に苦しみ、学校生活を消極的に過ごしている
生徒もいる。
・概ね計画性をもって自らを律しながら生活で
きているが、将来への不安や見通しの悪さか
ら、今現在を充実させきれない生徒がいる。

・中高の連携が進み、効果的・一貫的な英
語の指導ができている。

・中学校とのスクラム教育を行い、中高教員
の交流と相互の授業研究が進んではいる
が、まだ十分であるとはいえない。

・中学生英語ブラッシュアップ講座を実施して
いるが、参加者の満足度が高いにもかかわ
らず、希望人数が伸び悩んでいる。

・さまざまな国際交流の機会を通じて自国
の理解を深めると共に、他国の文化や価
値観を理解・尊重し主体的な交流が促進
されている。

・国際高校生フォーラムや交流事業を行って
いるが、積極的にホームステイに参加したり、
ホストファミリーになりたいという希望が少な
い。

・交流が参加した一部の生徒のみに留まって
おり、全校的な広がりになっていない

・規律ある学習態度で授業に臨むととも
に、学習の意義や目的を多くの生徒が理
解し、その結果、一人ひとりの希望進路の
実現につながっている。

・多くの生徒が落ち着いた態度で授業に取り
組むことができるようになってきている。
・学校紹介による正規雇用を目指す生徒が増
えるとともに、４年制大学や短大など上級学
校へ進学する生徒も出てきたが、具体的な進
路目標を見出せない生徒もいる。

・分かりやすい授業と生徒の実態に合った
きめ細かな指導を行うことで、生徒の学習
意欲や学力が向上している。

・基礎的な学力と学習習慣が身についていな
いため、理解に時間がかかったり、途中で諦
めてしまう生徒が多い。

・生徒が主体となって様々な活動や行事
を行うことによって、企画・運営など社会で
必要とされる力を身につけることができ
る。

・昨年度から生徒会が主体となって行事を行
い、少しずつ企画や運営に携わる生徒が増
えてきている。

・あらゆる機会を捉えて積極的に生徒との
関わりを持ち、生徒の実態を的確に理解
し、効果的な指導を行うことができる。

・情報交換会を毎日もち、面接や日々の会話
を通じて得た生徒に関する情報を全教職員で
共有し、指導に生かしている。

・家庭や職場と連携し、校外での生徒の様
子を把握しながら、協力して生徒を支援す
ることができる。

・家庭訪問や職場訪問を行い生徒の様子を
理解しようと努めている。

○ 評価基準

Ａ　本校の現状を大幅に改善し、目指す姿にほぼ到達した。課題は少なく、今後改善していく見込みがある。数値的目標を掲げた項目では、最低でも８０％以上になっている。

Ｂ　課題はあるが、改善に向けた取り組みが効果を上げつつある。現状に満足する状態ではないが、一定の成果があり、今後改善していく見込みがある。数値的目標を掲げた項目では、６０％～８０％の範囲内になっている。

Ｃ　課題を解決するにはまだ多くのステップがある。一定の成果はあがっているが、さらなる努力が必要である。数値目標を掲げた項目では、４０％～６０％の範囲内になっている。

D　改善に向けた具体方策の効果が上がらず、本校の現状が改善されていない。依然として課題が多く、今後の改善があまり見込めない。方策の全面的な見直しが必要である。数値的目標を掲げた項目では、最高でも４０％未満である。

・生徒会を主体としながら、より多くの生徒が企画や運営に携わることで、連
帯感や達成感をもてるような仕掛けを工夫する。

・今年度も東中・河北中と英語教育で連携し、本校教員による中学への乗り
入れ授業を実施する。
・長文読解を中心として、家庭学習の充実、読む量・スピードを上げる手法
について継続的に研究協議会を持ち、授業改善を図る。
・相互の授業参観の機会を増やし、相互理解を深め、授業力アップに繋げ
る。

・生徒会活動をより活性化させ、学園祭や国際高校生フォーラムなどの行
事、日常的な委員会活動を通し、リーダーシップを発動せざるをえない場面
を数多く設定する。また、生徒に適切に指導・助言を行うことで、それらの行
事が本来目的としている領域に到達できるよう、創造性を十分に発揮させ
る。

・生徒会行事や部活動、クラスの係活動などを通しさまざまな失敗を経験さ
せ、現実を堂々と受け止められる強さをはぐくむ。また、教育相談を充実さ
せるとともに、生活に消極的になった生徒に自分が出来ることを少しずつ達
成させる成功体験を積ませることによって、自信を取り戻させる。
・学園祭や国際高校生フォーラム等の学校行事を生徒自身の手で計画、準
備、運営させることにより、今現在の充実が未来を切り拓く力につながって
いくことを経験させる。また、そこで経験したことや学んだことを言語化する
活動を通し、それからの日常生活に生かしていけるような力とする。

・学園祭におけるプレゼンテーションコンテストの内容充実や、ボランティア
活動の自主参加の拡大を図り、また日常生活においても、交通安全指導や
服装指導を通し、自己と社会との密接な関わりを意識させる。その際、学年
団や他分掌との連携を密にする。

次年度へ向けての改善方策

・育友会総会の前の「大人（おせ）の一言」で国際交流をされている方や、
ホームステイを受けていただいた保護者の方にお話いただき、異文化と触
れる意義や楽しさについての生徒の意識を高める。

・韓国研修のホームステイの交流を共有する学習の場を設けたり、国際高
校生フォーラムでの交流を、多くの生徒が参加できるような内容にするよう
工夫する。

授業規
律の確
立と授業
改善によ
る学力向
上と希望
進路の
実現

・学校から家庭への連絡や情報発信を継続するとともに、保護者会などを
通して信頼関係を構築し、家庭から学校へ連絡や相談をしやすい体制を維
持する。

３．積極
的な活動
の創成
（活動創
成）

活動創
成と人間
関係力・
社会的
自己実
現等、育
成したい
生徒像
の具体
化

・体験入学の際だけでなく、中学校訪問説明会など機会を捉えてＰＲしてい
く。
・中学生にとって魅力的な講座となるように内容を充実させ、中学校の学校
行事等に配慮し、中学生が参加しやすい環境づくりを行う。

中高連
携力の
発展

交流活
動の推
進

４．広報
連携力の
発展と国
際理解教
育の充実
（連携発
信）

積極的な
生徒指
導

・情報交換会を継続し、生徒に関する情報の共有に努めるとともに、スクー
ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとも連携してよりきめ細かな
指導を行う。

５．定時
制教育の
充実（定
時制）

生徒の
主体性
の育成

・授業規律の徹底に努め、生徒が落ち着いて学習に取り組める環境の向上
を推進する。
・担任だけでなく、進路担当やキャリアアドバイザーとも連携しながら、一人
ひとりに適した進路目標を早期に見つけることができるよう指導を行う。

・授業改善に努めるとともに、個別指導や面談を通して生徒が学習意欲を
維持・向上できるよう指導する。

評価項目 具体的項目 具体的方策


